








研究目的

　すでに著者らは原因不明の自然流産について免疫学的観点から検討を加え,

免疫反応の関与を強く示唆する成績を得てきた。今回はさらに一歩を進めて,

これら流産現象における母体の免疫応答に細胞性および液性免疫がどのように

関与しているか,また,母児の接合部である絨毛,脱落膜周辺の免疫病理組織学

的所見を検討することにより,免疫学的応答機序を明らかにすることを目的と

した。


